
チャノホソガに対するＢＴ剤散布による製茶品質低下の軽減効果

［要約］ＢＴ剤の散布による三角巻葉阻止率は60％程度とあまり高くないが、三角巻

葉中のチャノホソガ幼虫死亡率が高くなるため、三角巻葉が混入した生葉を加工して

も製茶品質(水色)の低下は小さい。

担当部署 八女分場・茶チーム 連絡先 0943-42-0292

対象作目 茶 専門項目 病害虫 成果分類 技術改良

［背景・ねらい］

ＢＴ（ ）剤は、有機農産物の生産においても使用が認められているBacillus Thuringiensis

環境にやさしい薬剤である。しかし、効果発現が遅効的であり、本剤を散布してもチャノ

ホソガは茶を巻葉するので、本剤の効果は低いと考えられており、あまり利用されていな

いのが現状である。そこで、ＢＴ剤散布による巻葉阻止効果と製茶品質への影響を明らか

にする。

［成果の内容・特徴］

１．ＢＴ剤散布による三角巻葉阻止率は50～60％とあまり高くないが、巻葉内で早期に

幼虫のほとんどが死亡するため、巻葉中の虫糞量は大きく減少する。また、１回散布

より２回散布の方が虫糞量の減少は顕著である（表１、２）。

２．ＢＴ剤を散布した場合の製茶品質(水色)は、三角巻葉を重量比で5％混入してもほ

とんど影響がなく良好で、10％の混入でも水色がやや赤くなる程度である。一方、圃

場でのＢＴ剤散布による三角巻葉混入率は５～６％程度であるため、製茶品質（水

色）への影響は少ない（表３）。

［成果の活用面・留意点］

１．防除基準に登載し、化学農薬代替技術による防除法として活用できる。

２．本試験ではＢＴ剤としてエスマルクＤＦ（1,00 0倍）を使用した。

３．効果が遅効的であるため、葉縁巻葉初期に散布する。

４．多発生が予想される場合は、３～５日間隔での２回散布を行う。



［具体的デ－タ］

表１ 三角巻葉阻止率及び三角巻葉中の死虫率（平成14年）

処 理 三角巻葉数 三角巻葉阻止率 死虫率 補正死虫率

(枚/㎡) (％) (％) (％)

ＢＴ１回 215 57.5 94.0 90.7

ＢＴ２回 233 53.8 99.3 99.0

無 処 理 506 － 35.1 －

注）ＢＴ２回処理は、ＢＴ剤を３日間隔で２回散布した。

表２ 三角巻葉中の虫糞量のランク別分布（平成14年）

処 理 ０ １ ２ ３ ４

ＢＴ１回 18 54 14 7 6

ＢＴ２回 43 55 1 1 0

無 処 理 3 10 20 17 50

注）虫糞量のランクは下記の基準に従い判定し、構成比(％)で示した。

０：全くない １：巻葉内にわずかに見られる。

２：巻葉内の1/3未満である。 ３：巻葉内の1/3以上1/2未満である。

４：巻葉の一部では茶葉表皮のみ残され、虫糞の存在が透視できる。

表３ 三角巻葉混入率と製茶品質(水色)（平成14年）

三 角 巻 葉 混 入 率
処 理

５％ 10％

ＢＴ１回 良 好 やや赤み

ＢＴ２回 良 好 やや赤み

無 処 理 やや赤み 赤み強し

注）1.製茶品質は被害葉を含まない荒茶と比較し、評価した。

2.ほ場における三角巻葉混入率(三角巻葉重／全芽重×100)は、

BT剤処理区で5.3～5.4％、無処理区が10.8％であった。
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